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 第９節 安全で快適な道づくりを推進する 

 
■現状と課題 

道路は、市民生活や経済・社会活動を支える最も重要な社会資本であるとともに、災害時に

おける避難や復旧に欠かすことのできない施設です。 
本市は古くから京都と奈良を結ぶ交通の要衝として南北の道路は発達していますが、東西方

向の道路網が脆弱なため、近鉄京都線の立体交差化とあわせた都市計画道路の早期整備が必要

であり、とりわけ京都府の府道城陽宇治線久津川交差点改良事業にあわせた北城陽線、塚本深

谷線の整備が緊急の課題となっています。 
また、市民生活に密着した道路については、街かど安全対策等整備事業や街かどリフレッシ

ュ事業により、交差点改良や踏切改良など歩道整備、老朽化側溝の改修などを進めています。

今後も生活道路については、バリアフリー化や自転車・歩行者用道路の整備など人にやさしい

道づくりに取り組むとともに、「城陽市緑の基本計画」に基づき街路樹の植栽や花壇の設置など

道路の緑化を推進していく必要があります。 
さらに、幹線道路の円滑な交通網を確保するとともに、生活道路への通過車両の進入を抑制

するため、国道２４号の慢性的な渋滞解消、国道３０７号青谷道路の早期完成、府道上狛城陽

線の改良、府道城陽宇治線久津川交差点の改良などについては引き続き関係機関に強く要望し

ていく必要があります。また、市民の財産である道路などを効果的、効率的に維持管理してく

ことが重要であり、利用者である市民と協働した管理体制づくりの取り組みも必要です。 
なお、すでに計画決定されている都市計画道路について、計画決定後２５年が経過したもの

の、その後の社会情勢の変化や事業の必要性・実現性・費用対効果・コスト縮減方法などの検

証を行い、国や京都府などの動向を十分に見極め、場合によっては部分的な見直しの検討を行

う必要があります。 
 
■基本方針 

○近鉄京都線の立体交差化とあわせた都市計画道路の整備により、交通渋滞の緩和と市内の東

西方向の円滑な移動の確保とともに、国道・府道の整備、改良の促進をめざします。  
○道路のバリアフリー化や自転車・歩行者用道路の整備、コミュニティ道路の整備、街路樹の

植栽などの推進とともに、計画的な維持管理により、安全で快適な道づくりをめざします。 
 
■まちづくり指標 

 
まちづくり指標名 説明 

単位
現状値 

5 年後の

目標 

10年後の 

目標 

めざすべき

目標 

側溝改修率(道路延

長） 

側溝改修済／側溝改修

対象延長 
％ 45.9 56 63 100 
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まちづくり指標名 説明 

単位
現状値 

5 年後の

目標 

10年後の 

目標 

めざすべき

目標 

都市計画道路整備率 

（改修済＋概成済(計画

幅員の 2/3 以上の幅員

が確保された道路））／

都市計画決定道路延長 

％ 42 43 49 100 

道路の利便性・安全

性に満足している市

民の割合 

まちづくり市民アンケ

ート結果 
％ 
35.0 

（Ｈ18）
43 50 100 

歩道の利便性・安全

性に満足している市

民の割合 

まちづくり市民アンケ

ート結果 
％ 
26.6 

（Ｈ18）
39 52 100 

 
■主な施策の展開 

（１） 幹線道路の整備 

円滑で快適な交通網の確立のために都市計画道路北城陽線や塚本深谷線の整備を推進しま

す。また、国道３０７号青谷道路・府道城陽宇治線久津川交差点改良事業の早期完成、府道

上狛城陽線の整備、さらに、国道２４号の渋滞緩和対策と（仮称）宇治木津線の早期建設に

ついても関係機関に要望するとともに、早期整備に努めます。 

利便性向上などのため、都市計画道路の整備とあわせた近鉄連続立体交差化事業を関係機

関に要望していきます。 

 
（２） 生活道路の整備 

日常生活に密着した安全で快適な生活道路の整備に努め、障害者、高齢者など交通弱者を

含め歩行者の安全確保については、街かど安全対策等整備事業などにより、歩道整備や隅切

りの改良、踏切の改良を行い、バリアフリー化に努めます。 

 
（３） 道路の適切な維持管理 

道路の安全性、快適性を確保するため、事故の発生する恐れが高い箇所を優先的に整備し

ていくとともに、市民と協働して道路の適切な維持管理に努めます。 

 
■市民まちづくりワークショップからの提言 

市民の役割（例示） 

○道路の清掃、除草などの維持管理に協力する。 

○効率的・効果的な道路施設の維持管理を進めるため、道路などの損傷状況についての

情報を提供する。 

○道路整備の計画・事業実施に協力する。 




